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1 はじめに

近年，計算機や記憶媒体の性能が急速に進歩するに

伴ない，医用画像で用いる画像サイズも格段に大きく

なり，512× 512というものも珍しくなくなってきて

いる．このように大きな画像に対して，従来のような

3 × 3のようなディジタルフィルタを用いても，所望

の結果が得られるとは到底考えられない．まして，3

次元データを対象とすると，なおさらである．

本報告では，3次元データの境界領域を抽出可能な

デジタルフィルタを設計することを研究の目的として

いる．そして，将来的には，抽出した脳領域の境界部

分を用いて，人間の頭部を撮影した 3次元のMR画像

と PET画像の融合を行なうことを目的としている．

2 3次元エッジ抽出ディジタルフィルタの設計

まず最初に，対象とする画像の横断面に対するデジ

タルフィルタを設計する．これは，大きな画像に対し

てはたして，フィルタのサイズが本当に重要であるか

を調べるためである．

本報告では，3× 3，5× 5，7× 7の 3種類の異なる

サイズのディジタルフィルタを対象とした．実際の研

究では，上記のサイズの様々なものを実際に設計し，

実際の画像に適用してみたが，ここではその中の各サ

イズの特徴的なもの 3つを，以下に与える．
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実際に研究に用いた画像は，福井大学高エネルギー

医学研究センターから提供していただいた，3次元頭

部 MR画像である．画像は 512× 512× 256のボクセ

ルデータである．また，この画像のある横断面（図 1）

に対し，これに上記 3種類のフィルタを施した．得ら

れた結果は，式（2）の 5 × 5の場合が，最もエッジ

を強く抽出しており，また，画像の強度変化が小さく

なっていた．更に，脳の組織内でもある程度エッジを

抽出できている．フィルタの数値を様々変えて実行し

てみたが，いずれの場合も，5× 5が最も良い結果で

あった．図 2に式（2）の結果を与える．以上より，今

回のデータに対しては，5× 5のサイズのフィルタリ

ングが望ましいと考えられる．

最後に， 3次元ディジタルフィルタは，3× 3× 3の

ものが提案されているが [1]，今回のデータでは，こ

のフィルタをもとにして，5× 5× 5の 3次元エッジ抽

出フィルタに拡張及び設計を行った．設計した 3次元

図 1: 3次元MR画像から取り出した横断面

4－521

2V-2

情報処理学会第67回全国大会



図 2: F5フィルタの結果

ディジタルフィルタを以下に与える．
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図 3: 3次元エッジ抽出フィルタの結果

このフィルタは，注目しているボクセルデータの z軸

方向の値を zとすると，そこでの横断面に対して Fz

を適用し，z軸方向の座標値が ±1づつ変化するに従っ

て，Fz±1及び Fz±2を各横断面に適用する．

この 3次元エッジ抽出フィルタを，実際の 3次元

MR画像に施した結果を図 3に示す．

この結果によると，2次元フィルタでは抽出しにく

かった脳の組織内のエッジを，比較的うまく抽出する

ことができている．また，横断面の原画像では，視覚

的にエッジに見られない位置でも，エッジを抽出して

いる．これは， 2次元フィルタでは参照にしていない

方向の画像強度も，参照しているためである．以上よ

り，本提案の 3次元ディジタルフィルタは，今回用い

た 3次元頭部MR画像のエッジ抽出に有効であると言

える．

3 まとめ

本報告では，人間の頭部を撮影した 3次元医用画像

を対象に，その脳の領域の境界部分を抽出する，3次

元エッジ抽出フィルタを設計を行った．そして， 2次

元エッジ抽出フィルタとの結果の違いを提示し，3次

元画像に対するエッジ抽出において，その有用性を考

察した．3次元画像の融合では，脳の領域の特徴をも

とにしたものもある [2]．今後は，このフィルタから

得られるエッジをもとにした，脳の領域の境界部分の

特定を行っていきたい．
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